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強 磁 場 磁 気 分 離 一HGMS一

基 礎 工 学 部 梶 源太郎,田 崎

低温セ ンタ ー 山 本 純 也

明

世 界的 に資 源 問題 が さわ がれ てい る現 在,低 温技 術 に新 しい分野 が開 らか れ よ うと し てい る。 超伝 導

マ グネ ッ トの発達 に伴 って"磁 界"の 値段 が急 激 に下 って来 てお り,こ の安 い強磁 界 を用 い て磁 気 分 離

の適 用 範 囲 が大 き く広 が り,す で に行 な わ れ てい る 強磁 性 の鉱 石 の分 離 だ け でな く,常 磁 性 物質 を含 む

水 の浄化 に い た るま で可能 に な って来 た。

よ く知 られ てい るよ うに,磁 界 か ら物質 が受 け る力 は 磁 界 の強度 だけ でな く勾 配 に もよ るの で,技 術

的 には 不均 一磁 界 の能 率的 な発生 が必要 で あ る。M.工.T、 のMagnetLab.のKolm等 は一 つ

の方 法 と して超伝 導 マ グネ ッ トに ょる磁 界 中に ス テ ンレス の細 い 線(8μ)を 入 れ,そ の磁 化 に ょっ て

生 じる局所 磁 界 を勾配 の発 生 源 と して用 い る こ とを提 案 した。 ざ っと 見積 っ てみ て も,こ の条 件 下 で得

られ る磁気 的 な力 は,常 磁 性 体 に対 し て も驚 ろ くべ き大 きさ で,遠 心 分離 器 と同 じ よ・うな表 現 をす れ ば

10,0009以 上 に も達 す る ので ある。 この よ うに高 い磁 場 とそ の強 い勾配 を用 い るこ とか らHigh

GradlentMagneticSeparatユOnと 呼 ぶ こと に し てい る。

実 際 に考 え られ て い る応 用 面 を紹 介 す る と,

1)低 品位 鉱 石,(イ ル メナ イ ト,ラ テ ライ ト鉱 等)の 選 鉱

2)陶 土 や カオ リン(顔 料)な どの不純 物 の選 別

3)石 炭 の 中 に含 まれ る硫 黄分 の 選別

4)上 下水 道 水 の 中に 含 ま れ てい る重 金属 イオ ンの除去

5)上 下水 の中 に含 ま れ るバ クテ リアの除去 な どが あ り,資 源 問 題 が重 要 に な っ て来 た 日本 で は極 め て

必 要 な技 術 で あ る こ とは明 白で あ る。上 記 の うち1)～3)は 今 ま で の磁 気 選 鉱の考 え に含 まれ るが,

陶 ± や カオ リンに含 ま れ る着 色 物 質 の 多 くが 遷移 金 属 を含 んだ化 合 物 で ある為,HGMSの 対 象 とな

る。 又 石 炭 の硫 黄 分 はFeSx型 の ものが多 い所 か ら,や は りこの技 術 の対 象 とな る。4)の 重 金属 イ

オ ンの分 離 の 方法 は,化 学 分析 で古 くか ら知 られ てい るScavenger法 との組 み合 せ で行 な う。 重

金 属 を含 む水 にFeCユ3を 加ん 更にNaOHを 加 えて アルカリ性にしでFe(OH)3を 沈澱 させるが,そ の際重金

属イオンが共沈する性質 を禾用 するのであ為 こ¢坊 法 はかな り実現性は高 く,たとえば10ppmの 重金属イオンを除去

す るの に100p脚 程 度 のFeG■3を 用 い てい る が,経 済 性 の決 め手 はmGHの 値 段 の よ うで あ る。

又,一 箇 処 の下 水処 理場 で 重金 属 イオ ン除去 を行 な えぱ一 日約20ト ン程 度 のFe(OH)3が で き る
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こ と とな り,そ の使 い道 を考 え始 め てい る所 であ る。5)の バ ク テ リア を除去 す るに は マ グネ タイ ト

の微 粒 子 を水 に混入 し,そ れ に明 ば ん を加 え マ グ ネ タ イ トの核 の 上 に バ クテ リア を集 め て除 去 す る。

M工 丁の報 告 で は極 め て よい 成 績 を収 め てい る。

われ わ れの グ ル ー プで は上述 のM.工.T.,理 研,日 大 と協 同体 勢 を作 り,研 究 を進 め てい る。 現在

電 磁 石用 の磁 気 フィル ター が数 種,研 究室 に ある30㎜ φの超 伝 導 マグ ネ ッ ト用 の フ ィル ター1組,低

温 セ ンタ ー吹 田分 室 の大 型 マグ ネ ッ ト(エD140纏 φ)用 の フ ィル ター とい ろ いろ壊 りそ ろえ て実験

を行 っ てい る。 実 際 の実験 につ いて は,一 定 流速 の 水 を流 す ことや,ppm程 度 の微 量分 析 な ど と言 っ

た周辺 の不慣 れな 問題 で苦 労 してい るが,工 学 部 の環 境 工 学 グ ルー プに も応 援 を求 め,大 きな グ ルー プ

で早 急 に研 究 を進 めた い と考 え てい る。 何分 国家 的 に必 要 な拉 術 研 究 で あ るか ら各 位 の御 協 力・ 御 指導

を期 待 し てい る次 第 で あ る。

鍵据鋸据侭据据鑓灘据据蟹鋸捻侭爆据鍵塗黎照鋸据欝鋸舅蘇据粥据黎据据蘇据据捻
魏 瀦

譲 第14回 低 温 研 究 会 餐
捻 一 黎

爆 国 際 低温 工 学 会議(工CEσ5)に 出席 され たDr・G・Klippingを 迎 え て第14認

器 回低温研究会が開催・仇 相 は低温工学協会関西支部第1騰 会を共催で行・ 譲

蟹 た。 出席者 は学 内外 か ら29名 で あ った。 認

爆 ・ 認

鋸 据

講 師

講演題 目

Dr.G.K〕 一iPPユng

(Fritz-Haber-lnstユtutederMaxPユanok

Gese1■SGhaft)

TheRoleOfGasCOndenSatiOninthe

APPユicatiOno:fLowTem:peratu:res

低温装置特に大規模超電導装置のための真空と残留ガスの影響,ク ライオポンピン

グ作用について説明があった。活搬な議論が講演後行われた。
据
.

嬉黎欝据獄爆照灘据鋸認劉据認翼黎粥憶艶認鋸蘇鋸蘇鰭照照蟹蟹粥欝欝爆焚爆欝焚
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